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6月24日金
第1会場 （1F  白鳥）

8:30-9:45	 シンポジウム 3 「無症候性脳虚血」

座長：山脇　健盛（広島逓信病院 内科） 
　　　小笠原邦昭（岩手医科大学医学部 教授／岩手医科大学附属病院 病院長）

S3-1	 無症候性脳梗塞への対応
猪原　匡史	 国立循環器病研究センター 脳神経内科

S3-2	 無症候性脳虚血と認知機能障害
山口　修平	 島根県立中央病院

S3-3	 脳小血管病と認知機能
北川　一夫	 東京女子医科大学 脳神経内科

S3-4	 虚血性大脳白質病変と遂行機能障害；Trail Making Testによる検討
永山　正雄	 国際医療福祉大学大学院医学研究科 脳神経内科学

9:50-11:20	 シンポジウム 4 「脳ドックでの認知症スクリーニング」

座長：塩川 芳昭（杏林大学 医学部） 
　　　山崎 峰雄（日本医科大学 医学部）

S4-1	 認知症早期診断における神経心理検査の重要性
櫻井　靖久	 三井記念病院 総合健診センター

S4-2	 アルツハイマー型認知症の一次、二次予防を目指した新規MRI計測技術
瀧　　靖之	 東北大学 スマート・エイジング学際重点研究センター

S4-3	 認知症検出・予防を目指した生活習慣動態評価法の開発
水野　　敬	 国立研究開発法人理化学研究所 生命機能科学研究センター 上級研究員

S4-4	 ウェブ登録情報によるアルツハイマー病理の予測と、実用可能性
佐藤謙一郎	 東京大学大学院 医学系研究科（医学部）

共催： 株式会社CogSmart ／株式会社Splink

11:30-12:30	 ランチョンセミナー 5 　

座長：山口 武典（国立循環器病研究センター）

LS5-1	 基本法から推進計画に基づく脳卒中医療 〜心原性脳塞栓症対策を含めて〜
星野　晴彦	 東京都済生会中央病院 神経内科

LS5-2	 脳梗塞急性期医療とA水準をめざした働き方改革への取り組み
岡田　　靖	 九州医療センター

共催： バイエル薬品株式会社
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12:40-13:40	 ランチョンセミナー 7 　

座長：鈴木 倫保（山口大学大学院 医学系研究科）

LS7-1	 生活習慣による認知症予防 ～生体センサによる疫学研究から発掘された因子～
木村　成志	 大分大学医学部 脳神経内科学講座

LS7-2	 認知症疾患修飾療法時代を見据えた次世代脳ドックにおける画像診断の役割
島田　　斉	 新潟大学脳研究所 統合脳機能研究センター 臨床機能脳神経学分野

共催： エーザイ株式会社

13:45-15:20	 シンポジウム 5 「脳ドックのありかた」

座長：笹沼 仁一（新百合ヶ丘総合病院） 
　　　小林 士郎（成田リハビリテーション病院）

S5-1	 あなたは、自分の脳の健康状態を知っていますか？ ～人生100年時代の脳ドックの未来～
神谷　達司	 神谷医院

S5-2	 脳ドックのあり方と認定・教育制度について
井川　房夫	 島根県立中央病院 脳神経外科

S5-3	 役立つ脳ドック ～当院における種々の取り組み
金藤　公人	 社会医療法人北斗 北斗病院 脳神経内科

S5-4	 認知症の早期発見と治療に向けた脳ドッグの役割
羽生　春夫	 総合東京病院 認知症疾患研究センター

15:25-16:30	 シンポジウム 6 「抗血栓薬の現状と展開」

座長：松本　昌泰（医誠会病院 脳神経内科） 
　　　橋本洋一郎（済生会熊本病院 脳卒中センター 脳神経内科）

S6-1	 抗血小板薬の現状と展望
内山真一郎	 国際医療福祉大学 臨床医学研究センター 

S6-2	 抗凝固薬内服中の脳卒中の実態
須田　　智	 日本医科大学 脳神経内科

S6-3	 脳血管内治療における抗血栓療法 －国内登録研究（JR-NET）報告を中心に
坂井　信幸	 神戸市立医療センター中央市民病院 脳血管治療研究部
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第2会場 （1F  鶴）

8:30-9:10	 脳ドック講習会3 　

座長：長谷川 泰弘（新百合ヶ丘総合病院）

	 脳ドックに求められる白質高信号のトリセツとその問題点
藥師寺祐介	 関西医科大学 神経内科学講座

9:15-9:55	 脳ドック講習会4 　

座長：長束 一行（市立豊中病院 神経内科）

	 脳ドックにおける頸動脈エコーの役割
濱口　浩敏	 北播磨総合医療センター 脳神経内科

10:00-10:40	 脳ドック講習会5 　

座長：木内 博之（山梨大学医学部 脳神経外科学講座）

	 脳ドックに関するMRI検査
佐々木真理	 岩手医科大学 医歯薬総合研究所

10:45-11:25	 企業共催セミナー 5 「栄養」

座長：峰松 一夫（医誠会病院）

C5-1	 見えているのに見ていなかった側頭筋のはなし
小野寺英孝	 聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院 脳神経外科・脳卒中センター

C5-2	 脳卒中患者に対する経腸栄養の至適投与速度は？
鈴木健太郎	 日本医科大学付属病院 脳神経内科 講師

共催： ネスレ日本株式会社

11:30-12:30	 ランチョンセミナー 6 　

座長：小林 祥泰（耕雲堂小林病院）

LS6-1	 視神経脊髄炎スペクトラム障害（NMOSD）の病態・治療について  
～抗補体C5治療により再発ゼロを目指して～
櫻井　謙三	 聖マリアンナ医科大学 内科学脳神経内科

LS6-2	 『視神経脊髄炎スペクトラム障害』 ～病態・臨床に基づいたアプローチ～
中根　俊成	 日本医科大学脳神経内科 准教授

共催： アレクシオンファーマ合同会社
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12:40-13:40	 ランチョンセミナー 8 　

座長：山口 修平（島根県立中央病院）

LS8	 白質病変：生活習慣から安全運転まで、百年人生に貢献する脳ドック診療の担い手
朴　　啓彰	 高知検診クリニック

共催： 富士フイルムヘルスケア株式会社

13:45-14:45	 教育講演3 「MS/NMOに関する画像」

座長：北川 一夫（東京女子医科大学 脳神経内科）

E3-1	 視神経脊髄炎スペクトラム障害の基本・鑑別と新規治療
富沢　雄二	 順天堂大学医学部附属順天堂医院 脳神経内科

E3-2 	 IL-6受容体阻害薬の特徴と使用上の注意すべき臨床的事項
五野　貴久	 日本医科大学大学院医学研究科 アレルギー膠原病内科学分野

共催： 中外製薬株式会社

14:50-15:40	 一般演題3 　

座長：桂 研一郎（国際医療福祉大学三田病院 予防医学センター・神経内科）

O3-1	 認知症リスク評価に重点を置いた脳ドック －受検者の傾向と役割－
渡部　剛也	 自治医科大学附属さいたま医療センター 総合健診部

O3-2	 脳ドックと地域住民対象脳健診受診者の属性比較
鈴山　耕平	 佐賀大学医学部 脳神経内科

O3-3	 認知機能低下患者に対する薬物・非薬物療法効果のグループ解析
平田　容子	 東邦大学医療センター 大橋病院 脳神経外科

O3-4	 認知症における前頭葉機能障害は比較的早期からみられる
小林　桃子	 社会医療法人 熊谷総合病院 リハビリテーション科

O3-5	 当院脳ドックにおける受検者特性と神経心理学的検査の項目特性についての考察
大倉　雄一	 社会医療法人北斗 北斗病院 リハビリテーション部 臨床心理科

O3-6	 Response timeを用いた新規高次脳機能ソフトの開発
望月　達城	 聖路加国際病院 脳神経外科

O3-7	 機械学習を用いた心理指標からの脳の健康推定
小笹　悠歩	 PwCコンサルティング合同会社

O3-8	 脳ドックにおける神経変性疾患・水頭症スクリーニングの試み
戸田　諭補	 日本医科大学 千葉北総病院 脳神経内科

O3-9	 植込み型心電計による発作性心房細動の検出割合と予測因子の検討
片野　雄大	 日本医科大学付属病院 脳神経内科
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15:45-16:30	 一般演題4 　

座長：仁藤 智香子（日本医科大学研究部 共同研究施設）

O4-1	 リポポリサッカライドと認知機能・脳小血管病との関連：腸内細菌研究のサブ解析
佐治　直樹	 国立長寿医療研究センター

O4-2	 コロナ禍での神経診察の変化に関するアンケート調査
三品　雅洋	 独立行政法人労働者健康安全機構 東京労災病院 脳神経内科

O4-3	 コロナ禍における企業の脳解析への期待
島津　秀雄	 BHQ株式会社

O4-4	 出張脳ドックの有用性と都心部と郊外における脳ドック結果の地域差の検討
大竹　　誠	 横浜市立大学大学院医学研究科 脳神経外科学

O4-5	 脳ドックのオプションとしての減塩外来の提案
八尾　博史	 国立病院機構 肥前精神医療センター 臨床研究部

O4-6	 交通事故の加害・被害実態、発生原因、予防対策に関する脳神経内科学的解析
永山　正雄	 国際医療福祉大学大学院医学研究科 脳神経内科学

O4-7	 当院で経験した放射線治療後の頚動脈狭窄症の症例検討
吉村　隼樹	 NTT東日本関東病院

O4-8	 ドックにてフォローを行った頸動脈エコー所見不一致例についての検討
濱口　浩敏	 北播磨総合医療センター 脳神経内科


